
20 － 11
20 － 27
15 － 15
10 － 21

－

主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ

4 6 2 0 0 0 4 0 0 0 0 0

5 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0

6 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0

7 0 0 0 0 0 7 9 1 3 0 1

○ 8 0 0 0 0 2 8 0 0 0 0 0

9 0 0 0 0 1 ○ 9 0 0 0 0 1

10 5 1 1 0 2 ◎ 10 12 0 4 4 1

11 14 4 1 0 2 ○ 11 28 1 10 5 4

◎ 12 4 0 2 0 0 ○ 12 3 1 0 0 3

○ 13 7 0 3 1 1 ○ 13 16 4 2 0 3

○ 14 4 0 2 0 3 14 6 1 1 1 1

○ 15 25 0 11 3 3 15 0 0 0 0 0

16 16

17 17

18 18

65 7 20 4 74 8 20 10

○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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北海道 65 74 大阪

　第1Q、先制ゴールを決めたのは大阪。大阪#11のシュートは立て続けに決まり、前半は大阪のペー
ス。その後、北海道#13のバスケットカウントをきっかけに北海道が追いつき、11-11の同点とな
る。勢いに乗る北海道はその後、3Pやリング下シュートで着実に加点し、20-11とリードを奪う。第
2Qに入り、大阪#10のシュートを皮切りに大阪が連続得点し、大阪のペース。高さをいかした大阪の
プレイに対して、北海道はスピードのあるドライブで応戦。残り30秒、38-38の同点となるが、終了
間際に北海道#15のシュートが決まり、40-38で北海道がリードして前半終了。第3Q、北海道は#11の
3Pで先制。対する大阪も#13、#12が3Pを決める。開始4分、51-50でついに大阪が逆転。一時リード
が広がるが、残り25秒での北海道#11の3Pが決まり、53-53の同点となる。すぐに北海道が入れ返
し、第3Qが終了。第4Qに入り、手に汗握る一進一退の攻防が続く。大阪はディフェンスをゾーンに
切り替え、北海道のミスを誘う。チャンスをいかした大阪の速攻が決まりだし、大阪が徐々に点差
を広げていく。北海道もプレスディフェンスで巻き返しをはかるが、わずかに及ばず、74-65で大阪
が勝利した。
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